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１.東口駅前広場初動期整備計画 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

初動期整備計画に関する進捗状況の整理 

（１）検討の進捗状況 

資料３ 

◆現計画案 ◆東口駅前広場初動期整備計画の内容（蒲田駅周辺再編プロジェクト） 

◆現計画案に対しての指摘事項（警視庁 H26 年 9 月、11 月） 

：車両動線 
（駅前広場利用車両） 
：車両動線 
（一般車両） 

歩行者用

出 入 口

タクシー乗車

歩行者用 

EV 設置

歩行者用 

出 入 口

10.5

自 転車駐車場

出入口（東側） 

①バス乗車場

②バス乗車場 

④バス 

乗車場 

③バス乗車場 

バス 

降車場

自転車駐車場

出入口（北側）

タクシー

待機場 

補助 36 号

 

 

 

 

 ①駅ビル側歩道の拡幅 

 

②駅とまちを結ぶ歩行者動線の確保 

 

③バス降車場一部配置 

 

④タクシー乗車場・待機場の配置 

 

⑤一般車両の動線変更 

 

  

歩行者環境の改善を重視した整備を行う 

⇒ 現状約 6.5m→幅員 9m 以上の確保 

 ⇒ 回遊軸と結ぶ歩行者空間の確保 

   （補助 36 号線、東口中央通り、アロマ

スクエア方面） 

 ⇒ 補助 36 号線降車場を駅前広場内に配置 

 ⇒ タクシー待機場の新設 

※ 地上部整備に合わせた地下自転車駐車場の設置 

 ※整備の前提として南側用地の取得により面積拡張 

 ⇒ 駅街路 2 号線から補助 36 号線方向の一般車両

動線の分離 

◆現況図 

空港シャトルバス 

バス乗車場 

① ②
③ ④ ⑤ ⑥

タクシー乗車場 

④ 

⑤ ⑥ ⑦ 

補助 
36 号線

① ② 
③ 

アロマスクエア 

駅街路 
2 号線 

バス降車場 

バス降車場 

（東口駅前広場及び周辺の交通施設の現況） 

  【凡例】

   

①

  

バス（乗車） 
バス（降車） 
タクシー 
車両動線 
（駅前広場利用） 
一般車通過動線 
バス乗車場番号 
バス降車場番号 ①

広場北側の車両出口と前後の信号交差点（横断歩道）との距離が近いた

め、広場北側からの流出後の滞留空間が狭くなり、広場からの車両の流

出が阻害される。また、広場北側の車両出口において、通過交通との交

錯が発生するため安全上問題がある。 

 

⇒滞留空間の拡張や安全対策等、広場からの安全で円滑な車両流出の確

保を検討する。 
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 現計画案 改良案 広場北側滞留空間拡張 

レイ

アウ

ト 

   

案の

特徴 

・再編プロジェクトに示す下記の初動期整備内容を満たす。 

①駅ビル側歩道の拡幅、②駅とまちを結ぶ歩行者動線の確保、③バス降車場一部配

置、④タクシー乗車場・待機場の配置、⑤一般車両の動線変更 

・①～⑤の目標を満たしつつ、交通島中央の横断歩道を南側へ約 10m ずらすことにより、広場北

側で右折後の滞留空間を 20m から 30m に拡張。 

課題 ⅰ）広場北側の車両流出部と前後の信号（横断歩道）との距離が近いため、流出後

の滞留空間が狭く、広場からの車両の流出が阻害される。 

ⅰ）広場北側流出部で動線の交錯あり。 

ⅱ）バス乗車場数は現状維持 

（２）指摘事項への対応 

【指摘事項】 広場北側の車両流出後の滞留空間が狭く、広場からの車両の流出が阻害される。

歩行者用 

出入口（2） 

タクシー乗車場 

歩行者用 

出入口（1）

10.5m

自転車駐車場

出入口（東側） 

①バス乗車場 

②バス乗車場 

④バス 

乗車場 

③バス乗車場

バス 

降車場 

自転車駐車場

出入口（北側） 

バス降車場 

タクシー乗車場 

バス降車場 

シャトルバス 

バス乗車場 

バス乗車場 

一般車動線 一般車動線 

改良案においても北側の車両流出部で、依然として流出後の十分な滞留空間の確保や安全対策等ができていない。 

⇒引き続き改良案の課題解決に向けて取り組むとともに、現在と同じ交通形態（本線非分離（一般車が駅前広場へ流入））での検討についても新たに行う。 

◆改良案に対しての指摘事項（警視庁 H27 年 1 月） 

滞留空間を 30m

に拡張 

タクシー

待機場 

タクシー 

待機場 

歩行者用 

出入口（2）

歩行者用 

出入口（1） 自転車駐車場

出入口（東側）

自転車駐車場

出入口（北側）

：車両動線 
（駅前広場利用車両） 
：車両動線 
（一般車両） 
：タクシー動線 

：車両動線 
（駅前広場利用車両） 
：車両動線 
（一般車両） 
：タクシー動線 

10.5m
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 検討案１（タクシー待機場を広場南側に配置） 検討案２（タクシー待機場を交通島内に配置） 

レイ

アウ

ト 

 

 

 

案の

特徴 
・再編プロジェクトに示す下記の初動期整備内容を満たす。 

①駅ビル側歩道の拡幅（10.5m 確保） 

②駅とまちを結ぶ歩行者動線の確保（中央横断歩道等の確保） 

③バス降車場一部配置（駅ビル前面に 2 箇所確保） 

④タクシー乗車場（駅ビル前面）・待機場（広場南側）の配置 

・再編プロジェクトに示す「⑤一般車両の動線変更」については改善できない。 

・再編プロジェクトに示す下記の初動期整備内容を満たす。 

①駅ビル側歩道の拡幅（10.5m 確保） 

②駅とまちを結ぶ歩行者動線の確保（中央横断歩道等の確保） 

③バス降車場一部配置（駅ビル前面に 2 箇所確保） 

④タクシー乗車場（交通島内）・待機場（交通島内）の配置 

・再編プロジェクトに示す「⑤一般車両の動線変更」については改善できない。 
広場

内施

設数 

バス乗車場：2 台 

バス降車場：2 台 

シャトルバス乗降場：1 台 

タクシー乗車場：1 台 

タクシー待機場：9 台 

バス乗車場：2 台 

バス降車場：2 台 

シャトルバス乗降場：1 台 

タクシー乗車場：1 台（交通島内） 

タクシー待機場：10 台（交通島内） 

 

・一般車の動線について現在と同様に駅前広場へ流入し、北側部分を交差点ではなく、合流として処理する場合（本線非分離）のレイアウトについて検討を行った。 

（３）本線非分離の検討 

一般車動線 

バス乗車場 

バス降車場 

バス乗車場 

バス降車場 

一般車動線 

タクシー乗車場 

タクシー乗車場 

バス降車場 

シャトルバス 

バス乗車場 

バス降車場 

シャトルバス 

バス乗車場 

タクシー

待機場 

タクシー 

待機場 歩行者用 

出入口（2） 

歩行者用 

出入口（1） 

自転車駐車場

出入口（東側）

自転車駐車場

出入口（北側） 

歩行者用 

出入口（2）

歩行者用 

出入口（1） 

自転車駐車場

出入口（東側）

自転車駐車場

出入口（北側）

※レイアウトは検討中のものであり引き続き詳細検討を行う ※レイアウトは検討中のものであり引き続き詳細検討を行う 

10.5m
10.5m

：車両動線 
（駅前広場利用車両） 
：車両動線 
（一般車両） 
：タクシー動線 

：車両動線 
（駅前広場利用車両） 
：車両動線 
（一般車両） 
：タクシー動線 
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（１）検討の進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

自走式平置き  310 

高低型ラック  520 

機械式（水平式６基） 1,700 

うち点検時等の代車  (100) 

合 計 2,530 

◆整形化による収容台数確保の検討 

・ラック式では収容困難な子供乗せカゴ付き自転車、電動自転車、身障者用の対応として

自走式平置きを確保（目標台数の約 1 割を目途） 

・通勤・通学、買い物等の利用区分を考慮した設備の配置 

・場内通行路・スロープ幅員等は「自転車駐車場整備マニュアル 建設省都市局」の基準

を確保 

・地域の要望に配慮してトイレを設置 

・地下機械式の故障時の対応として、機械式内に分散配置して代車用スペースを確保 

・地上部広場形状に合わせた給排気設備（吸気口、排気筒等）の配置 

・歩行者用エレベーターの設置 

◆東口地下自転車駐車場整備の内容（蒲田駅周辺再編プロジェクト） 

 

 

①目標台数の確保 

②平置き・機械式の併用 

 

⇒ 地上からの自走による入庫 

⇒ 地下 1 層部での自走式平置きと機械式（水平式） 

 ⇒ 北・東・南側の 3 ヶ所設置 

⇒ エレベーターなどの併設 

 ⇒ 広場南側、交通島内の 2 ヶ所設置 

 ⇒ 既存地下通路の活用 

⇒ 暫定自転車駐車場 約 2,500 台分 

⇒ 放置対策 約 500 台分 

駅前広場地下に、暫定自転車駐車場の解消と駅周辺の放置自転車へ対応した
整備を行う 

計 3,000 台 

２.東口地下自転車駐車場整備計画 

◆課題 

（課題解決の方向性） 

①最新型２段ラック採用、既存自転車駐車場の再整備による東口周辺での収容台数確保

の検討 

②中・長期整備での東西自転車連絡通路確保の検討 

③自転車出入口の設置 

④歩行者専用出入口の設置 

⑤東西連絡通路暫定整備 

 ・公共用地と同面積での整形化について、協力が得られる方向で調整中

◆協議状況（H26 年 11 月～H27 年 1 月） 

（協議・検討状況を踏まえた整備の考え方） 

⇒地下自転車駐車場形状の整形化での整備案を検討 

◆計画条件の整理 

目標台数確保のための、公共用地外の活用について、関係事業者と協議 

凡 例

：自走式平置き 

：高低型ラック 

：機械式(水平式 6 基) 

①必要な設備の置き込みにより、不足台数約 500 台が発生する。 

②既存の東西地下通路は老朽化や構造的な課題があって暫定整備が困難である。 

地下 2 階 

地下 1 階 
整形化前の範囲 

整形化後の範囲 
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利用開始日 2012 年 11 月 1 日 

収容台数 本供用台数 約 2,200 台 

利用料金 

 

一時利用 200 円 

1 箇月定期 3,400 円 

3 箇月定期 9,600 円 

位置図  

駐輪場内部  

【参考】ばね式垂直 2 段式ラック事例 

出典：株式会社ビシクレットカタログ 

（整備事例：武蔵小杉駅周辺自転車等駐車場 第 5 施設） 

出典：武蔵小杉ブログ（武蔵小杉ライフ 公式ブログ） 

出典：一般社団法人川崎市交通安全協会


